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　○ 先端デバイスマルチ信頼性試験室（仮称）の整備

　○ 薬用植物指導センター 高付加価値生薬生産拠点の整備

　○ ＩＣＴ活用による環境制御型園芸ハウスの整備

　○ とやまの種籾生産技術拠点の整備

　○ 滑川栽培漁業センター 種苗生産施設の整備

　○ 鳥獣被害防止総合対策事業

　○オープンイノベーション・ハブ（仮称）の整備

　○ ヘルスケア製品開発拠点（仮称）の整備

　○ ＶＲ／ＡＲ検証施設（仮称）の整備

　○ 農業担い手確保・経営強化支援事業

　○ 林業成長産業化推進事業

１ 地方創生に向けた拠点整備 （地方創生拠点整備交付金(国補正予算)を活用）

平成２９年度２月補正予算案の概要（ポイント）

ものづくり研究開発センターにアルミの高機能化等の研究開発を推進する拠点を新設するもの

生活工学研究所に最先端技術・素材を用いたヘルスケア製品開発拠点を新設するもの

総合デザインセンターにＶＲ技術等を活用し、デザイン評価・検討を試作レスで実現する施設を新設

先進的な農業経営の確立に意欲的な地域の担い手に対し、農業用機械・施設の導入を支援するもの

林業･木材産業の持続的な発展のため、路網整備や木材加工流通施設の整備への支援などを実施

有害鳥獣の侵入防止柵の整備や緊急捕獲活動など、総合的な被害防止対策を支援するもの

２ 農林水産業の強化（国補正予算関連）

機械電子研究所に先端電子デバイスの開発のための信頼性試験環境を整備するもの

品質の高い薬用作物の栽培や生薬生産を支援するため、研修棟等を整備するもの

とやま農業未来カレッジにおける施設園芸研修の充実を図るもの

高付加価値魚種（キジハタ、アカムツ）の栽培漁業を推進するための種苗生産施設を整備するもの

農業研究所にクリーンな種籾を生産・供給する施設を整備するもの

３５．１億円

９．５億円

～ 一般会計総額２０４億２９百万円の補正 ～

１ 地方創生に向けた拠点整備 ３ 防災･減災､社会基盤整備の促進

２ 農林水産業の強化 ４ その他

－２－



11,249,135
　<主な内訳>

・災害時の安定的な道路交通を支える道路の整備等 4,011,775千円

・近年の豪雨被害を踏まえた河川・砂防等の緊急防災対策 　4,117,580千円

・港湾施設の防災・減災対策 　330,000千円

・都市公園施設における老朽化対策等 　340,000千円

・農村地域の防災・減災事業や地すべり対策等 　1,549,284千円

・治山ダムの設置や危険木の除去等の流木対策等 　626,596千円

・防波堤の耐震・耐波対策など漁港施設の機能強化 　273,900千円

3,147,112
　<主な内訳>

・農業農村整備事業（水利施設やほ場、水路の整備 等） 　2,975,112千円

・森林整備事業（間伐の促進や幹線林道の整備 等） 　172,000千円

1,270,000
　<主な内訳>

・道路整備、河川事業 100,000千円

・農業農村、造林、治山事業 　100,000千円

・信号制御機の更新前倒し 　100,000千円

・県立学校の生徒用トイレの洋式化 470,000千円

・道路除雪 　500,000千円

（484,500）
【債務負担行為】

　<主な内訳>

・道路橋りょう改築費　220,000千円

・治山事業　 　 　　　　212,000千円

・漁港事業　　 　　　　　52,500千円

　○県単独主要建設事業等の追加計上

　○道路橋りょう、治山、漁港整備に係る債務負担行為の追加（ゼロ国債）

　○ 国補正予算を活用した防災・減災対策

　○ 国補正予算を活用した農林業基盤の整備【公共事業】

　○モデルベース開発支援システムの整備（機械電子研究所）                       64,700
　○社会福祉施設等施設整備（障害者生活介護事業所(１ヶ所)の整備）　　　  189,800
　○自然公園等整備事業（登山道の歩道改修工事）　　　　　　　　　　 　　 　　　  24,000
　○地籍調査費負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　    28,844

３ 防災・減災、社会基盤整備の促進（国補正予算関連、一部県単独事業）

・年度間の切れ目のない発注により事業量を確保するとともに、事業効果の早期発現を図る

１５６．7億円

４ その他 （国補正予算関連） ３．０億円

－３－


